神秘 S F 

野性のビルマン 

前篇 

杉作 j 太郎 
























神秘 SF 

野性のピルマン 

後篇 

杉作 J 太郎 
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後篇おわり 
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戀 



その蠢めいていたものが 
何だあつたかは残念ながら 
知ることはできない。 

なぜなら、気づいた清六が 
すぐさまウンチを捨てて 
しまつたからである。 

が、やはりどぅ転んでも 
人間とヤギの間に生命が 
誕生するはずはないのだ 
おそらく、蠢めいていたのは 
たまたま部屋にいた 
ネズミなどの小動物であろぅ。 













